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飯
泉

　
健
司

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
播
磨
国
風
土
記
神
話
の
研
究
―
神
と
人
の
文
学
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
神
話
を
対
象
と
し
、
神
話
が
生
み
出
さ
れ
た
空
間
の
把

握
と
、
神
話
の
改
変
・
記
載
・
流
通
等
の
展
開
過
程
の
把
握
と
を
通
し
、『
播
磨
国
風
土
記
』

神
話
の
文
学
史
上
の
位
置
、
及
び
価
値
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
で
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
全
体
的
な
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
章
「
説
話

の
パ
タ
ー
ン
」
で
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
説
話
は
、
記
紀
と
は
異
な
る
神
観
・
天
皇
観
・

歴
史
観
を
有
し
、
非
説
話
記
事
を
面
白
い
説
話
に
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
第
二

章
「
神
と
人
―
神
話
の
面
白
さ
」
で
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
神
話
が
も
つ
面
白
さ
・
素
朴
さ
は
、

温
暖
か
つ
豊
か
な
風
土
と
、
そ
の
地
に
住
む
素
朴
な
人
々
の
知
恵
と
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
、

第
三
章
「
神
と
編
纂
者
―
特
殊
性
」
で
は
、
各
神
話
成
立
の
背
景
に
は
、
読
者
へ
の
配
慮
と
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い
う
編
纂
者
の
意
図
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
説
く
。

　
第
二
部
で
は
、
荒
ぶ
る
神
の
神
話
が
生
成
す
る
背
景
と
、
文
学
的
に
脚
色
さ
れ
る
過
程
に

つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
章
「
怒
る
神
と
シ
ャ
ー
マ
ン
―
十
四
丘
」
で
は
、
怒
る
神
と
い
う
感

情
的
な
神
が
語
ら
れ
る
背
後
に
は
、
神
と
一
体
感
を
も
っ
た
シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
、
神
に
感

情
移
入
す
る
と
い
う
体
験
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
、第
二
章
「
行
路
妨
害
神
と
移
住
者
・

旅
人
―
佐
比
岡
」
で
は
、
氾
濫
す
る
川
の
神
の
話
の
背
景
に
は
、
祭
祀
を
成
功
さ
せ
て
居
住

す
る
こ
と
が
で
き
た
者
が
お
り
、
そ
の
者
に
よ
っ
て
文
学
的
な
脚
色
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
。
続
く
第
三
章
「
放
置
さ
れ
た
神
と
海
の
民
―
神
嶋
」
で
は
、「
仏
像
に
似
る
」
と
い

う
新
た
な
神
の
表
現
が
生
成
す
る
背
景
に
は
、
海
の
民
が
感
じ
た
神
嶋
の
神
の
姿
が
あ
る
と

論
じ
る
。

　
第
三
部
で
は
、
神
霊
が
鎮
ま
る
神
話
を
取
り
上
げ
、
筆
録
者
・
伝
承
作
成
者
の
知
恵
に
つ

い
て
論
じ
る
。
第
一
章
「
霊
剣
を
管
理
す
る
ミ
ヤ
ケ
と
国
司
―
仲
川
里
」
に
お
い
て
、
祟
る

霊
剣
を
現
在
で
も
ミ
ヤ
ケ
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
語
る
話
に
は
、
良
吏
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
よ
う
と
し
た
国
司
の
知
恵
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
、
第
二
章
「
遠
方
の
神
を
引
き 
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寄
せ
る
近
隣
者
―
神
阜
」
で
は
、
遠
方
の
出
雲
神
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
、
大
和
三
山
伝
承

を
独
自
に
再
解
釈
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
伝
承
を
作
成
し
た
者
が
い
た
こ
と
、
そ
れ
は
当
該

地
の
伝
承
で
は
な
く
、
隣
村
の
越
部
里
に
住
む
周
辺
者
＝
中
間
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

　
第
四
部
で
は
、
争
う
神
々
の
神
話
を
取
り
上
げ
、
伝
承
が
展
開
す
る
様
子
を
探
る
。
第
一

章
「
国
占
め
神
と
居
住
者
―
粒
丘
」
で
は
、
国
占
め
儀
礼
を
基
に
物
語
性
を
有
す
る
国
占
め

伝
承
が
生
成
す
る
過
程
に
つ
い
て
論
じ
、
第
二
章
「
神
殺
し
と
能
吏
―
国
譲
り
神
話
」
で
は
、

国
占
め
伝
承
（
土
地
神
祭
祀
）
は
、
律
令
国
家
の
思
想
、
及
び
律
令
官
人
の
姿
（
良
吏
・
能
吏
）

を
反
映
し
た
国
譲
り
神
話
（
国
家
神
話
）
へ
と
展
開
し
、
さ
ら
に
そ
の
国
家
神
話
が
風
土
記

に
影
響
を
与
え
て
い
く
と
い
う
、
伝
承
の
循
環
す
る
様
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
し
て
第
三
章

で
は
、
「
イ
ワ
の
大
神
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
神
の
伝
承
が
ど
の
よ
う
に
生
成
・
展
開
し
た
の

か
を
説
い
た
。
開
拓
民
の
伊
和
氏
は
、
勢
力
を
播
磨
全
土
に
伸
ば
す
た
め
に
、
総
合
祭
祀
装

置
（
三
つ
山
祭
祀
）
を
使
用
し
て
各
地
の
土
地
神
と
習
合
し
な
が
ら
伝
承
を
展
開
さ
せ
て
イ

ワ
の
大
神
神
話
を
作
成
し
た
と
考
察
す
る
。
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第
五
部
で
は
、
神
に
関
わ
る
天
皇
の
話
を
取
り
上
げ
、
神
話
か
ら
脱
却
し
て
、
天
皇
独
自

の
話
が
出
来
上
が
る
過
程
を
論
じ
る
。
第
一
章
「
神
に
負
け
る
天
皇
と
狩
猟
民
―
伊
刀
嶋
」

に
お
い
て
、
国
造
が
、
土
地
神
の
強
大
な
力
（
土
地
の
力
）
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
天
皇
が

猟
に
失
敗
す
る
伝
承
を
作
る
様
相
を
論
じ
、
第
二
章
「
神
と
な
っ
た
オ
ケ
・
ヲ
ケ
天
皇
―
志

深
石
室
」
で
は
、
多
く
神
の
引
き
立
て
役
で
あ
っ
た
天
皇
が
、
在
地
風
に
再
解
釈
さ
れ
て
マ

レ
ビ
ト
神
的
存
在
と
な
り
、
母
子
愛
情
物
語
風
に
脚
色
さ
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
。
さ
ら
に

神
話
と
は
異
な
る
政
治
的
な
氏
族
伝
承
（
播
磨
国
造
の
勢
力
圏
内
に
但
馬
国
造
が
割
り
込
む

根
拠
を
語
る
伝
承
）
と
し
て
の
天
皇
（
品
太
天
皇
）
像
が
作
成
さ
れ
る
段
階
を
指
摘
し
た
（
第

三
章
「
巡
行
す
る
品
太
天
皇
と
国
造
―
安
相
里
」）。

　
第
六
部
で
は
、
神
と
人
と
の
関
係
性
及
び
距
離
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
章
「
神
の
嫁
と

人
の
嫁
―
南
毘
都
麻
」
に
お
い
て
、
共
同
体
の
女
性
と
神
と
の
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
神
話
を

論
じ
た
。
共
同
体
の
女
性
は
す
べ
て
神
の
嫁
と
な
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
よ
っ
て
神
の
嫁

が
人
の
嫁
に
な
る
た
め
に
は
遁
走
婚
の
儀
式
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
儀
式
を
基
に

し
て
〈
ナ
ビ
ツ
マ
〉
伝
承
が
作
ら
れ
る
。
第
二
章
「
天
に
通
う
人
々
（
石
工
）
―
八
十
橋
」
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で
は
、
神
の
土
地
を
破
壊
す
る
石
工
が
、
逆
に
神
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
過
程
を

論
じ
た
。
こ
う
し
た
神
の
話
を
語
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
共
同
体
と
接
触
し
つ
つ
も
内
部

の
秘
密
に
は
触
れ
な
い
者
＝
中
間
者
で
あ
っ
た
と
想
定
し
得
る
こ
と
を
、
第
三
章
「
神
を
語

れ
る
者
、
語
れ
な
い
者
―
都
太
川
」
に
お
い
て
論
じ
た
。

　
第
七
部
は
、
広
く
風
土
記
の
生
成
・
展
開
を
可
能
と
す
る
環
境
に
つ
い
て
論
じ
た
。
伝
承

は
、
地
方
と
中
央
と
を
循
環
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
学
的
に
脚
色
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
循
環

を
可
能
と
す
る
場
と
し
て
、
駅
家
・
ミ
ヤ
ケ
が
想
定
さ
れ
る
。
駅
家
・
ミ
ヤ
ケ
に
は
文
化
サ

ロ
ン
的
雰
囲
気
が
あ
り
、
都
と
鄙
と
の
文
化
的
架
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
地
方

と
中
央
の
中
間
と
い
う
立
場
＝
中
間
者
か
ら
、
中
央
や
他
所
の
伝
承
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
、 

各
地
の
風
土
を
反
映
さ
せ
た
独
自
の
伝
承
を
生
成
さ
せ
た
（
第
一
章
「
地
方
か
ら
中
央
へ
―

駅
家
・
ミ
ヤ
ケ
の
文
学
」
）。 

そ
の
よ
う
な
国
家
施
設
（
駅
家
・
ミ
ヤ
ケ
・
軍
団
等
）
を
通
じ

て
地
方
と
中
央
と
の
間
に
文
学
が
循
環
し
て
お
り
、
資
料
に
は
表
れ
な
い
文
学
サ
イ
ク
ル
が

存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、「
神
と
人
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
在
地
文
学
と
し
て
の
神
話
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の
生
成
と
展
開
及
び
流
通
に
つ
い
て
風
土
的
・
文
学
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

見
え
て
き
た
も
の
は
、
お
お
よ
そ
二
つ
の
現
象
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
神
々

が
変
貌
す
る
様
子
で
あ
る
。
原
初
的
な
荒
ぶ
る
神
は
和
め
ら
れ
て
、
土
地
に
鎮
座
す
る
。
そ

の
土
地
神
は
や
が
て
他
所
の
神
と
争
い
な
が
ら
、
姿
を
変
え
つ
つ
各
地
に
進
出
す
る
開
拓
神

へ
と
変
貌
す
る
。
そ
の
よ
う
な
神
に
天
皇
や
人
が
接
近
す
る
。
天
皇
は
神
に
負
け
た
り
、
神

と
な
っ
た
り
し
つ
つ
も
、
神
と
は
異
な
る
天
皇
像
が
作
り
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、

神
と
神
（
人
と
人
）
が
競
合
す
る
と
い
う
、
開
拓
地
た
る
播
磨
の
風
土
と
関
わ
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
人
の
主
張
と
知
恵
で
あ
る
。
神
話
の
背
後
に
は
人
の
主
張
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
人
は
、
そ
の
主
張
が
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
施
す
。
他
者
と
対
比
し
た
り
、

他
所
の
話
を
援
用
し
た
り
、
視
点
を
変
え
た
り
し
て
、
聴
衆
が
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な
技
法

を
用
い
る
。
こ
れ
は
語
り
の
技
で
あ
り
、
文
学
的
な
技
法
で
あ
る
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
よ
っ
て
思
考
は
異
な
る
も
の
の
、
各
自
の
主
張
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
文
学
的
技
法
を

用
い
て
神
話
を
加
工
す
る
。
在
地
文
学
の
生
成
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
在
地
文
学
は
、
駅
家
・

ミ
ヤ
ケ
等
の
国
家
施
設
を
通
じ
て
都
や
地
方
を
循
環
し
な
が
ら
、
更
な
る
展
開
を
遂
げ
、
後
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世
文
学
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
、
本
論
文
は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
神
話
の
生
成
・
展
開
に
つ
い
て
論
じ
、
更
に
は
風

土
記
を
中
心
と
す
る
新
た
な
文
学
史
の
構
築
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
飯
泉
健
司
氏
の
申
請
論
文
『
播
磨
国
風
土
記
神
話
の
研
究
―
神
と
人
の
文
学
』
は
、
氏
の

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
中
か
ら
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
関
連
す
る
論
考
を
纏
め
た
論
文
集

で
あ
る
。
風
土
記
の
論
文
集
は
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、『
播
磨
国
風
土
記
』
を
扱
っ
て
一

冊
の
研
究
書
と
し
て
纏
め
た
も
の
は
、
注
釈
書
を
除
け
ば
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、

研
究
史
上
の
価
値
の
あ
る
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
全
体
は
七
部
で
構
成
さ
れ
、

全
十
九
章
か
ら
成
る
。

　
第
一
部
「
播
磨
国
風
土
記
神
話
総
論
」
は
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
特
質

を
総
論
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
「
説
話
の
パ
タ
ー
ン
」
で
は
、
折
口
信
夫
に 
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よ
っ
て
「
前
代
を
胎の

こ

す
」
「
素
朴
」
と
評
さ
れ
る
本
書
の
そ
の
性
質
の
拠
っ
て
立
つ
所
以
と
し

て
、
唯
一
の
写
本
と
し
て
伝
わ
る
三
条
西
家
本
が
、
国
庁
で
整
備
さ
れ
る
以
前
の
形
を
伝
え

る
写
本
で
あ
り
、
完
本
で
は
な
い
故
に
、
伝
承
の
潤
色
・
改
変
を
受
け
る
以
前
の
姿
を
残
し

て
い
る
と
論
じ
る
。
現
存
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
部
分
的
に
は
統
一
編
纂
作
業
が
行
わ
れ

た
痕
跡
が
あ
る
が
、
在
地
性
と
作
為
性
の
二
面
性
を
持
ち
、
在
地
伝
承
が
改
竄
・
潤
色
さ
れ

て
完
本
に
な
る
以
前
の
姿
や
、
在
地
伝
承
が
改
変
さ
れ
る
過
程
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と

説
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
非
説
話
か
ら
説
話
へ
と
い
う
展
開
や
、
神
・
天
皇
・
人
の
話
の
混
在

と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
第
二
章
「
神
と
人
―
神
話
の
面
白
さ
」
で
は
、
神
が
人

間
的
に
描
か
れ
る
こ
と
を
説
き
、
第
三
章
「
神
と
編
纂
者
―
特
殊
性
」
で
は
、
天
皇
徳
化
以

前
の
姿
、
無
秩
序
で
混
沌
と
し
た
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
風
土
記
は
、
中
央
に

提
出
さ
れ
た
正
本
を
都
人
が
読
む
こ
と
と
、
地
方
の
国
庁
に
残
さ
れ
た
副
本
を
土
地
人
が
読

む
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
作
ら
れ
た
故
に
、
都
人
と
鄙
人
と
の
双
方
の
関
心
・
興
味
を
満
た

す
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
都
人
の
関
心
と
土
地
人
の
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
二
者
に
対

し
て
配
慮
を
施
し
た
編
纂
者
の
知
恵
が
生
み
出
し
た
文
章
で
あ
る
と
い
う
。
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第
二
部
か
ら
第
六
部
ま
で
は
、
第
一
部
の
論
が
前
提
と
な
っ
て
、
具
体
的
に
各
神
話
・
説
話

を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
。
第
二
部
「
荒
ぶ
る
神
」
で
は
、
怒
り
を
露
わ
に
す
る
神
、
通

行
者
に
祟
り
を
な
す
神
、
仏
像
に
似
る
涙
を
流
す
石
神
の
話
を
取
り
上
げ
、
神
話
の
担
い
手

に
シ
ャ
ー
マ
ン
、
移
住
者
と
居
住
者
、
国
司
の
存
在
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
話
が
内
包 

す
る
要
素
の
分
析
を
通
し
て
、
神
話
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
三
部 

「
鎮
ま
る
神
霊
」
で
は
祟
る
霊
剣
の
話
か
ら
説
話
が
語
ら
れ
る
場
と
し
て
ミ
ヤ
ケ
を
想
定
し
、

官
吏
に
よ
る
説
話
の
管
理
・
伝
播
を
説
く
。
ま
た
、
土
地
に
住
む
者
で
は
な
く
、
周
辺
者
の
視

点
か
ら
生
成
さ
れ
た
説
話
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
第
四
部
「
競
合
す
る
神
々
」
で
は
『
播
磨
国 

風
土
記
』
の
国
占
め
神
話
と
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
国
譲
り
神
話
と
を
取
り
上
げ
、

中
央
神
話
が
風
土
記
の
神
話
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
五
部
「
神
と
天
皇
」
で
は
、

時
に
天
皇
よ
り
も
土
地
神
の
威
力
が
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
場
合
や
、
天
皇
が
神
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
存
在
す
る
神
話
の
意
図
に
つ
い
て
説
い
て

い
く
。
天
皇
に
対
す
る
描
写
の
多
様
性
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
で
あ

る
。
第
六
部
「
神
と
人
」
は
、
神
に
対
す
る
人
々
の
立
場
に
よ
っ
て
神
と
の
対
し
方
が
異
な
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り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
神
話
の
様
相
も
異
な
り
を
見
せ
る
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。

ま
た
、
風
土
記
の
筆
録
者
は
中
央
の
立
場
、
在
地
の
立
場
の
ど
ち
ら
の
側
に
も
立
つ
事
の
出

来
る
人
物
だ
と
し
、
こ
れ
を
中
間
者
と
名
付
け
て
い
る
。

　
風
土
記
の
神
話
は
中
間
者
や
周
縁
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
屯
倉
や
駅
家
を
通
じ
て
流
通
す

る
。
第
七
部
は
、
そ
の
よ
う
に
広
く
風
土
記
神
話
・
説
話
の
成
立
や
流
布
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
論
じ
、
更
に
は
後
世
の
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
き
、
文
学
史
上
に
お
け
る
風
土

記
の
位
置
付
け
を
行
お
う
と
す
る
。

　
飯
泉
論
の
特
徴
は
、
風
土
記
の
神
話
を
一
旦
各
要
素
に
分
解
し
、
各
々
の
要
素
が
ど
こ
か
ら
、

誰
に
よ
っ
て
、
何
の
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
（
形
成
さ
れ
た
）
要
素
で
あ
る
の
か
を
分
析
し
、

出
来
上
が
っ
た
形
の
神
話
が
持
つ
意
義
と
、
そ
の
担
い
手
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
点
に
あ
る
。

具
体
的
な
土
地
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
造
・
土
地
人
・
通
過
者
な
ど
神
話
に
関
与
し
た
人
物

像
を
特
定
し
、
屯
倉
・
駅
家
な
ど
、
神
話
が
生
成
・
伝
達
さ
れ
て
い
く
場
所
を
特
定
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
具
体
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

言
え
る
。
資
料
の
少
な
い
古
代
文
学
研
究
に
お
い
て
そ
れ
は
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
論
者
は
、
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古
代
文
学
に
関
す
る
資
料
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
に
風
土
記
神
話
を
分
析
す
る

方
法
と
し
て
、
現
地
に
出
か
け
、
一
定
の
時
間
現
地
で
生
活
を
し
、
そ
の
土
地
の
地
形
や
景

観
な
ど
の
様
々
な
環
境
を
知
り
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や
民
俗
に
関
わ
る
資
料
を
調
査
し
、
活

か
す
と
い
う
方
法
を
取
る
。
近
現
代
に
ま
で
及
ぶ
そ
れ
ら
資
料
の
調
査
が
も
た
ら
す
成
果
が
、

ど
こ
ま
で
古
代
文
学
研
究
に
応
用
出
来
る
か
、
常
に
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
風
土
記

と
い
う
、
土
地
と
密
接
に
関
わ
る
文
献
の
記
述
内
容
を
追
究
す
る
た
め
に
は
や
は
り
そ
の
土
地

の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
飯
泉
氏
の
論
が

単
な
る
神
話
分
析
に
留
ま
ら
ず
に
そ
れ
ぞ
れ
の
神
話
を
生
み
出
す
人
々
や
環
境
を
論
ず
る
こ
と

が
出
来
る
の
は
、
そ
う
し
た
多
く
の
分
野
に
及
ぶ
学
問
を
利
用
し
、
活
か
し
て
い
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
但
し
、
視
野
を
広
げ
て
論
じ
る
た
め
、
や
や
慎
重
さ
に
欠
け
、
強
引
に
論
が
展
開

さ
れ
る
場
合
や
、
用
語
の
使
い
方
に
細
や
か
さ
が
欠
け
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

　
例
え
ば
先
述
の
「
中
間
者
」
と
い
う
の
は
飯
泉
氏
の
風
土
記
論
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
つ
術
語
で
あ
る
が
、
そ
の
定
義
に
明
確
で
は
な
い
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
飯
泉
氏
の
言
う

「
中
間
者
」
は
、
所
謂
伝
承
の
語
り
手
も
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
語
り
手
の
み
で
は
な
く
、
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説
話
を
生
成
さ
せ
る
も
の
・
筆
録
者
・
編
纂
者
な
ど
も
含
め
て
、
広
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
、
そ
の
使
い
方
に
は
も
う
少
し
厳
密
さ
が
要
求
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
神

話
生
成
の
背
景
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
実
体
験
を
想
定
す
る
が
、
そ
れ
を
論
証
す
る
の
は
な
か
な

か
難
し
い
面
が
あ
る
。

　
ま
た
、
飯
泉
氏
の
論
は
、
三
条
西
家
本
『
播
磨
国
風
土
記
』
が
未
精
撰
本
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
勿
論
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
い
う
も
の
の
、
仮
説
の
上
に
多

く
の
論
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
危
う
さ
は
つ
き
ま
と
う
で
あ
ろ
う
。
未
精
撰
の
ま
ま
で

完
成
し
な
か
っ
た
の
か
。
完
成
さ
れ
た
も
の
は
別
個
に
中
央
に
提
出
さ
れ
た
の
か
、
未
精
撰

の
も
の
が
何
故
後
々
ま
で
伝
わ
っ
た
の
か
等
、
問
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
課
題
は
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、『
播
磨
国
風
土
記
』

を
ま
と
め
て
論
じ
た
研
究
書
と
い
う
も
の
は
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
点
を
考
え
る
な
ら

ば
、
研
究
史
上
に
お
け
る
本
論
文
の
意
義
は
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
具
体

的
に
対
象
と
し
た
の
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
あ
る
が
、
飯
泉
氏
の
風
土
記
論
は
、
他
国

の
風
土
記
も
含
め
て
そ
の
性
質
・
実
態
・
文
学
史
上
の
意
義
を
論
じ
る
こ
と
へ
と
繋
が
る
も
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の
で
あ
り
、
風
土
記
の
研
究
対
象
と
し
て
の
有
意
義
性
を
高
め
た
功
績
は
大
い
に
評
価
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
飯
泉
健
司
氏
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資

格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日

主
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
谷

　
口

　
雅

　
博

　
㊞

　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
野
　
中
　
哲
　
照
　
㊞
　

副
　
査
　
　
学
習
院
女
子
大
学
教
授
　
　
神
　
田
　
典
　
城
　
㊞
　

副
　
査
　
　
皇

學

館

大

学

教

授
　
　
橋
　
本
　
雅
　
之
　
㊞
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飯
泉

　
健
司

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
四
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
問
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
谷
　
口
　
雅
　
博
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
野
　
中
　
哲
　
照
　
㊞
　

副
　
査
　
　
学
習
院
女
子
大
学
教
授
　
　
神
　
田
　
典
　
城
　
㊞
　

副
　
査
　
　
皇

学

館

大

学

教

授
　
　
橋
　
本
　
雅
　
之
　
㊞
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